
　ITS プロジェクトが本格的に立ち上がってから約 20

年が経過する。そこで、ITS の先導的な役割を果たした

プロジェクト、関係各省庁連携による ITS の発祥、そ

の後の開発経緯について述べるとともに、まちづくりに

係わる展開経緯について述べる。

ITS の先導的プロジェクト
　「道路整備と自動車普及の負の遺産」の軽減、緩和、

解決は、社会経済・生活基盤となる道路交通分野におい

ては最重点課題であり、従来から関係省庁においてさま

ざまな取組みが行われてきた（図１）。

　古くは、1973 年 に通商産業省（当時）がCACS

（Comprehensive Automobile Control System: 自動車総

合管制システム）への取組みを開始し、経路誘導システ

ムなどの開発とパイロット実験を行なった。1980 年代
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には、建設省（当時）によるRACS（Road/Automobile 

Communication System：路車間通信システム）、警察庁に

よるAMTICS（Advanced Mobile Traffi  c Information 

and Communication System: 新自動車交通情報通信シ

ステム）が手掛けられ、電波システムの開発と標準化を

手掛けてきた郵政省（当時）と共同開発によりVICS

（Vehicle Information and Communication  System: 道路

交通情報通信システム）へと発展した。VICS は 1996

年４月に実用化され、情報提供を開始した。また、80

年代末から 90 年代にかけて、道路と自動車の一体化に

よる道路交通の高度化をコンセプトとした建設省（当時）

のARTS（Advanced Road Transportation System: 次

世代道路交通システム）、自動車交通のシステムの高知

能化を目指した通商産業省の SSVS（Super Smart 

Vehicle System: 高知能自動車交通システム）、自動車安

全技術の研究開発の推進を目指した運輸省（当時）の
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図１　先導的プロジェクトの開発経緯
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これら施設を ITSのさまざまなサービスの提供に活用できるよう
にする仕組み（オープンプラットフォーム）を統合的に備えた道
路である。この基盤技術となっているDSRC（狭域通信：
Dedicated Short Range Communication）は、2001 年４月に
DSRCシステムの多目的化に関する総務省令が施行されたことに
より、ETCに係る無線通信技術を応用した駐車場管理システム
など多様なアプリケーション開発とサービス提供を可能とした。

２－３　開発・展開の経緯

　 全体構想が策定された 1996 年以降の ITS の開発・展

開経緯を表１に示す。なお、㈶道路新産業開発機構の活

動との関連で全体の流れを時系列的に整理した（表１）。

２－４　スマートウェイの整備

（１）　自動料金支払いシステム（ETC）

　ETC（Electronic Toll Collection System）は、有料

道路での料金支払いを自動化し、ノンストップ、キャッ

シュレス化が可能なことから、利便性が向上するだけで

なく、料金所の処理容量の増加による料金所ブースの削

減が可能となり経費の削減が図られる。2000 年４月よ

り首都圏の主要な料金所でサービスを開始した。

（２）　スマートIC

　ETC専用のインターチェンジ（スマート IC）は、料

金所の無人化やキャッシュレス化によって、料金所の運

営経費やセキュリティの問題を解決するとともに、イン

ターチェンジのコンパクト化が可能になる。2006 年 10

月から本格運用を開始した。

（３）　ITSスポット

　次世代道路サービスの全国展開を実現するため、全国

の高速道路上を中心に ITS スポット（DSRCアンテナ）

を整備（約 1,600 箇所）するとともに、サービス（３つ

の基本サービス /ダイナミックルートガイダンス、安全

運転支援、ETC）を開始した（2011 年）。

２－５ 　スマートウェイ関連プロジェクトの
推進

（１）　スマートクルーズ21 デモ2000、実道実験

　三位一体構想を先駆けるような形で、建設省（当時）が

推進してきたAHS（Advanced Cruise-Assist Highway 

ASV（Advanced Safety Vehicle: 先進安全自動車）、道

路交通の総合交通管理を目指した警察庁のUTMS

（Universal Traffi  c Management System: 新交通管理シ

ステム）、などのプロジェクトが関係省庁の主導で個々

に実施されてきた。

ITS の開発・展開経緯
　ITS が目指すものは、最先端の情報通信技術を活用し

て、人と道路と車両を一体のシステムとして構築するこ

とにより、ナビゲーションシステムの高度化、有料道路

などの自動料金支払いシステムの確立、安全運転の支援、

道路管理の効率化などを図る 21 世紀社会対応型の交通

システムである。

２－１　ITS 全体構想の策定

　1995 年２月、政府は「高度情報通信社会推進に向け

た基本方針」を閣議決定し、情報通信インフラ整備に積

極的に取り組むことを内外に示した。この中で、公共分

野の情報化は日本社会全体の情報化促進の牽引役として

期待され、ITS はその中の一分野である「道路・交通・

車両の情報化」分野に位置付けられた。

　ITS を所管した関係５省庁（当時）は先の閣議決定を

受け、1995 年８月に「道路・交通・車両分野における

情報化実施指針」を公表した。また、1996 年７月には、

ITS が目標とする内容、開発展開に係わる基本的な考え

方などを「高度道路交通システム（ITS）推進に関する

全体構想」として公表した。

２－２　三位一体構想の概念

　21 世紀の高度情報通信社会での道路と自動車と通信

のあるべき姿に応えたものが、「スマートウェイ」※、「ス

マートカー」、「スマートゲートウェイ」の概念である。

知能を有する道路（スマートウェイ）と知能を有する自

動車（スマートカー）がそれらの間の情報通信を行なう

通信インフラ（スマートゲートウェイ）を介して三位一

体となって機能するものである。

※ 　建設省（当時）のスマートウェイ構想に示された「スマート
ウェイ」は、路車間の通信システム、各種センサー、光ファイ
バーネットワークなどの施設が組み込まれた道路であり、かつ、
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システムによる安全走行支援サービス社会実験が、首都

高速道路（参宮橋カーブ）にて 2005 年３月から長期に

亘り実施されている。

（３）　スマートウェイ公開実験Demo2006、スマー
トウェイ2007

  スマートウェイ推進会議の提言する「ITS、セカンド

ステージへ」（次世代道路サービス）を受け、2004 年８

月に国土技術政策総合研究所・テストコースで実験、そ

System：走行支援道路システム）と運輸省（当時）が

推進してきたASV（先進安全自動車）との連携による

走行支援システムの実験（７つのサービスの検証実験）が、

2000 年 10 月から 12 月にかけて共同実証実験「スマー

トクルーズ 21　デモ 2000」として実施された。また、

翌年から全国７箇所で実道における検証実験が行われた。

（２）　安全走行支援サービス社会実験

　スマートウェイで先導的に打ち出されてきた路車協調

表１　ITSの開発・展開経緯
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定・支援するもので、地方自治体などの取り組みを ITS

モデル地区実験候補地として取り上げ、これらの事例を

広く他の自治体などに情報発信することで、ITS の推

進・普及を図ることが目的であった。モデル地区として

は、豊田市、岡山県、高知県など、５地区が選定された。

　また、2000 年度には、産学官の関係者により、「ITS

スマートタウン研究会が設置され、地域における ITS

導入の社会・経済効果の見極めや、ITS の地域展開のた

めの方策について検討が行なわれた。

　これらを契機として、その後、地域主導の取組みとし

て全国の各地域で ITS 推進協議会などが発足し、各地

域の特性やニーズに応じた ITS の導入（IT技術を活用

し、交通分野における諸課題を解決）に向けてさまざま

な活動が行われてきた。

　現在では、交通分野に限らず地域特性を考慮した総合

的な視点からのまちづくりが進められている（図２）。

　「まちづくり」は、行政が都市計画に基づいて物理的

空間に施設などを整備していく“街づくり”だけではな

く、市民が生活の質の向上を目指し、自らの生活空間と

する地域を良くするためになされるあらゆる活動である

と言われる。したがって、まちづくりは市民生活の質の

向上が起点となり、その対象は、安全・安心（防災）、

交通、環境（景観）、福祉など、生活に関る幅広いテー

マや領域に及んでいる。

　以下に、“ITS とまちづくり”の取り組みの代表的な

事例について紹介する。

の後公道で試行運用がそれぞれ実施され、事故発生・渋

滞時など様々な状況下における提供サービスの有効性に

ついて検証が行われた。

（４）　スマートウェイ2008（公開デモ&大規模実証
実験）

　2009 年２月に、ITS 推進協議会の主催で、交通安全

支援システムへの国民の認知度向上を目的に公開デモや

シンポジウムなどが実施された（お台場周辺）。公開の

対象となった「安全運転支援システム」は、スマートウ

ェイ、ASV、DSSS（安全運転支援システム）から構成

されるもので、一般参加者による実験車両への公道試乗

などが行われた。また、他の全国４箇所では、各種サー

ビスの検証実験が行われた。

地域への ITS導入
　ITS を実現するためには、各地域の固有の課題や特性

に応じた地域レベルでの導入検討が不可欠である。この

ため、ITS 関係５省庁（当時）から地域の実情に即した

ITS の検討の必要性が提起され、VERTIS（現在 ITS 

Japan）が事務局となり「ITS モデル地域実験構想フィ

ージビリティスタディ委員会（以下FS委員会と称す）

が設置され、1997 年度から 1999 年度の３ヵ年にわたり

検討が行なわれた。

　ITS モデル地区実験候補地は、FS委員会が公募・選

3
図２　多様なまちづくりの形態
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